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　測量船「昭洋」は、6月22日から7月9日まで
の18日間、約40年ぶりに噴火した「西之島」周
辺の海底地形等の調査を行いました。
　これまでは航空機による上空からの観測のみ
で、今回の調査は、昭洋及び昭洋搭載船の無人
調査艇「マンボウⅡ」を使用した噴火後初めて

となる海上での調査でした。
　島周辺海底地形や西之島火山の地下構造等調
査で得られたデータは、火山噴火予知連絡会に
報告し、火山活動の総合理解のための基礎資料
として活用されるとともに、海上交通安全の基
礎資料となります。

　練習船「こじま」は、　専攻科実習生32名、
国際航海実習課程研修生2名、乗組員43名乗せ、
8月6日午前9時零分ころ、多数の教職員及び家
族が出迎える中、広島県呉市の海上保安大学校
「練習船こじま桟橋」に着岸し、世界一周の遠
洋航海を終え、無事帰港しました。
　今回の航海は、4月28日呉を出港した後、ホ
ノルル、コスタリカ、ニューヨーク、マルセイ

ユ、モナコ、シンガポールの5ヵ国6都市に寄
港し、総日数101日間、総航程約25,200海里（約
47,000キロ）に及びました。
　各寄港地では各国の海上保安事情を学び、施
設見学やレセプション等の交流において国際感
覚を磨き、実習生は皆、たくましさを増し、大
きく成長して帰港しました。

練
習
船「
こ
じ
ま
」

世
界
一
周
遠
洋
航
海
終
え
無
事
帰
港
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火
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　第十一管区海上保安本部（那覇市）では、7
月22日に那覇航空基地と沖縄県警航空隊基地
において、地元の園児など約50名を対象とし
た「マリンレジャー安全教室」を行いました。
　この安全教室は、本格的な夏のマリンレジャ
ーシーズンを迎え、海難事故の未然防止を図る
目的で、第十一管区海上保安本部広報室と沖縄
県警が合同で企画したものです。

　職員から「海で遊ぶ時の注意事項」などの説
明をしたところ、園児全員から「海で遊ぶ時は
ルールを守ります。」と元気な声で宣誓があり
ました。
　また、園児たちからは安全教室の御礼として、
沖縄の伝統芸能である「エイサー」の演舞が披
露され、職員一同を笑顔にしました。
※「わらびんちゃー」=こども達

 かいほジャーナル 64号  2

　霞ヶ関において、7月29日から30日の2日間「子
ども霞が関見学デー」が行われました。子どもた
ちを対象に職場見学などを行うことにより、親子
のふれあいを深めるほか、子どもたちが広く社会を
知る体験活動として、26府省庁が行っている取り

組みです。
　海上保安庁が属する国土交通省は、2日間で過
去最高の3,000人を超える親子連れが訪れ、農林
水産省、文部科学省・文化庁に次ぐ第3位の来場
者数となりました。

沖
縄
県
警
と
の
合
同
企
画
〜
わ
ら
び
ん
ち
ゃ
ー
に

対
す
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
教
室
〜
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　測量船「海洋」は、五島列島福江島の東南東約35km、水
深約200mの平坦な海底に、沈没船と考えられる映像多数をマ
ルチビーム音響測深機で捉えました。
　これらは東西約4km、南北約2kmの範囲に24個認められ、こ
の海域では、昭和21年4月に米軍により旧日本軍の潜水艦24
隻が海没処分されたとの記録があることから、今回発見された多
数の沈没船は旧日本海軍の潜水艦であろうと考えられます。

五
島
列
島
沖
に
眠
る

旧
日
本
海
軍
の
潜
水
艦
群
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〜
大
洗
港
海
の
月
間
イ
ベ
ン
ト
〜
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　茨城海上保安部は、7月11日から12日の2日間、茨城県大洗
町主催の「大洗港海の月間イベント」において、ブースを展示し、
来場者に対して業務紹介や制服試着体験等を行いました。
　ブース展示においては、茨城県東茨城郡大洗町を舞台に女
子高校生が活躍するアニメ「ガールズ&パンツァ―」の人気キャ
ラクターの等身大パネルを設置し、大きな注目を集めました。
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「限られた人員で島内のあらゆる事案に対応するため、地域に密着し、関係
機関との連携を進めています」と語る佐渡海上保安署の北原秀一署長。

　

新
潟
県
西
部
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
は

海
岸
線
約
２
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
は

約
８
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
国
土
を
構

成
す
る
島
の
中
で
は
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、

四
国
、
択
捉
、
国
後
、
沖
縄
本
島
に
次
い
で
８

番
目
の
大
き
さ
と
な
る
。

　

こ
の
広
い
佐
渡
島
の
周
辺
海
域
の
安
全
を
守

っ
て
い
る
の
が
佐
渡
海
上
保
安
署
だ
。
海
上
保

安
庁
の
発
足
か
ら
2
年
後
と
な
る
昭
和
25
年
に

夷
警
備
救
難
署
と
し
て
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
両

津
警
備
救
難
署
、
両
津
海
上
保
安
署
へ
と
改
称
、

平
成
17
年
に
は
佐
渡
海
上
保
安
署
と
改
称
さ
れ

現
在
に
至
る
。
当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
敷
地
に
は
、

推
定
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
「
村
雨
の
松
」

が
そ
び
え
て
お
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

「
庁
舎
は
港
沿
い
の
土
地
に
引
っ
越
し
す
る
予

定
で
す
。
現
在
の
建
物
は
築
50
年
ぐ
ら
い
経
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
村
雨
の
松
が
あ
る
た

め
耐
震
工
事
を
進
め
ら
れ
な
い
の
で
す
」
と
説

明
す
る
の
は
佐
渡
海
上
保
安
署
の
北
原
秀
一
署

長
だ
。
改
築
で
あ
れ
解
体
で
あ
れ
、
隣
に
生
え

る
松
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
建
物
に
手
を
着
け

る
の
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
庁
舎
そ
の
も
の
が

古
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
港
に
面
し
た
土
地

へ
の
移
転
を
進
め
て
い
る
。

　

佐
渡
海
上
保
安
署
は
署
長
を
含
め
職
員
は
15

名
。
陸
上
が
5
名
、
巡
視
艇
「
と
き
く
さ
」
の

乗
組
員
に
は
5
人
5
人
の
2
ク
ル
ー
制
を
取
っ

て
い
る
。
重
点
を
置
い
て
い
る
業
務
と
し
て
は
、

領
海
警
備
、
不
審
船
・
テ
ロ
対
策
、
密
輸
・
密

航
事
犯
対
策
、
海
難
防
止
対
策
、
防
災
対
策
が

挙
げ
ら
れ
る
。

冬
場
に
絶
え
な
い

外
国
船
の
避
泊
と
漂
着

　

対
馬
海
流
の
影
響
を
受
け
る
佐
渡
島
は
、
新

潟
市
周
辺
と
比
べ
る
と
夏
は
涼
し
く
冬
は
比
較

的
暖
か
い
。
だ
が
、
北
西
の
風
が
吹
き
付
け
る
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強い北西風に煽られて、特に冬場は漂着船が多くなる。時には船内か
ら遺体が発見されることもあり、継続的な沿岸部の警戒が求められる。

昨年12月、両津湾沖に中国漁船20数隻が大挙して荒天避泊した際には、
1隻1隻立入検査を行った。荒れた海上で、昼過ぎから始まった検査は
深夜まで続いた。

佐渡島への出入口となるフェリー乗り場
では、定期的に舷門警戒を実施。乗客の
乗り降りだけでなく、船内に不審物がな
いかも入念に確認していく。

佐渡海上保安署管轄区域
指定水域：佐渡島の距岸約１０ｋｍ

冬には荒れた海風の猛威を受け、
夏には多くの観光客やスポーツ愛好者が訪れる佐渡
周囲を巡る海岸線約２８０キロメートルという
（本邦の島としては、）沖縄本島に次ぐ広さを持つ
この佐渡島で海の安全と安心を守る
佐渡海上保安署の日々を追った
取材・文／中島 敦（オンサイト）

赤泊港
小木港

両津港
佐渡海上保安署

真野湾

長手岬

姫埼

弾埼

沢崎鼻

約10km

約10km



冬
場
は
、
特
に
島
の
西
側
海
域
で
時
化
が
続
く

厳
し
い
気
象
と
な
る
。
こ
の
と
き
、「
ひ
ょ
う
た

ん
を
薄
く
延
ば
し
た
よ
う
な
地
形
」
か
ら
、
佐

渡
は
恰
好
の
荒
天
避
泊
の
場
と
な
る
。
北
西
の

風
が
強
い
と
き
は
東
側
の
両
津
湾
沖
に
多
く
の

外
国
船
が
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
数

は
年
間
約
１
３
０
隻
に
も
及
ぶ
が
、
昨
年
12
月

に
は
20
隻
を
超
え
る
中
国
の
イ
カ
釣
り
漁
船
が

大
挙
し
て
両
津
湾
沖
に
停
泊
し
た
た
め
、
地
元

で
も
騒
ぎ
と
な
り
、
荒
れ
た
海
上
で
立
入
検
査

を
実
施
し
た
。

「
両
津
と
赤
泊
の
沖
合
い
は
避
難
港
と
し
て
緊

急
入
域
船
が
入
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
あ
の
時

は
地
元
で
も
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
て
、
新
潟
海
上

保
安
部
な
ど
か
ら
も
中
国
語
の
通
訳
官
に
来
て

も
ら
い
、
1
隻
ず
つ
立
入
検
査
し
ま
し
た
。
土

地
柄
、船
舶
の
通
行
路
の
近
く
で
も
あ
り
、ま
た
、

定
置
網
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
冬

　「保安学校を卒業してから新潟で『えちご』、『ゆ
きつばさ』と乗り継ぎ、佐渡で1年『ときくさ』
に乗りました。今は港長業務や交通の関係と総務
を担当しています。近頃は移転に備えて物品関係
など引っ越しの準備も進めているところです。
　仕事は担当ごとに分担されているとは言え、人
数が少ないこともあり、何か事案があれば警備救
難問わず業務を行うことになりますし、逆に手助
けしてもらうこともあり、佐渡署の仕事はまさに
総力戦です。
　海難防止講習、海岸清掃、着衣泳教室といった
企画をする際、関係機関と行事内容の調整をする
などこれまで経験の無いことに戸惑うこともあり

ますが、関係者の方々から「ありがとう」「為に
なった」などとお礼の言葉をいただくと、やって
良かった、次はもっと良いものにしようと自分へ
の励みになり、このような巡視船艇ではやらない
様々な業務を通して日々新しい知識や経験を得る
ことにやりがいを感じます。
　今後は、異動で署員が変わる時のためにも、自
分の担当外の仕事も積極的に覚え、警備、救難、
総務等分野を問わず次長、署員、ときくさの力に
なりたいです。また、私は警備刑事業務に興味が
ありますので、佐渡署管内で起きた事案に対して
自分ならどうすると考えを持つとともに意見を行
い、次の仕事に役立てていければと思います。署員　村山 大喜（２５歳）

日々新しい知識や経験を得る
ことにやりがいを感じるのです

 かいほジャーナル 64号  6

スポーツイベントに積極的な佐渡市では、毎年オープンウォータースイミング大
会や国際トライアスロン大会が開催されている。こういったイベント時は沖合い
で巡視船が警戒する。



「
海
岸
線
が
２
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
船
で
島
内
の
離
れ
た
地
域
に
行
こ
う

と
す
る
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
す
の
で
取

締
り
等
で
陸
行
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
間
、
緊

急
時
に
備
え
て
船
は
い
つ
で
も
出
港
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。」

　

長
い
海
岸
線
を
ひ
と
つ
の
保
安
署
、
1
隻
の

巡
視
艇
、
限
ら
れ
た
人
員
で
見
守
る
た
め
に
も
、

地
元
の
警
察
や
消
防
、
漁
業
組
合
な
ど
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
。

「
拠
点
の
数
、
人
員
の
数
が
違
い
ま
す
か
ら
警

察
や
消
防
の
機
動
力
に
は
お
よ
び
ま
せ
ん
。
各

所
に
駐
在
所
が
あ
り
ま
す
し
、
地
元
の
人
も
警

察
や
消
防
に
よ
り
密
着
し
て
い
る
の
で
連
絡
が

入
り
や
す
い
。
沖
合
い
で
あ
れ
ば
我
々
の
船
が

必
要
で
す
が
、
沿
岸
の
漂
着
な
ど
で
あ
れ
ば
警

場
は
特
に
そ
う
い
っ
た
面
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
北
原
署
長
は
説
明
す
る
。　

同
様
に
冬
場
に
頻
発
す
る
の
が
木
造
船
の
漂
着

だ
。
年
間
10
件
程
度
発
生
し
、
佐
渡
島
全
域
に

木
造
船
や
そ
の
残
骸
な
ど
が
漂
着
す
る
。中
に
は
、

船
内
で
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

24
年
11
月
に
は
大
型
の
木
造
船
が
漂
着
し
、
船

内
か
ら
5
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
元
警
察
も
漂
着
船
を

発
見
す
る
と
す
ぐ
に
保
安
署
に
連
絡
を
入
れ
て

く
る
。
ま
た
、
地
元
の
人
々
も
こ
う
い
っ
た
現

状
を
認
識
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
目
を
光
ら
せ

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
い
っ
た
連
携
は
漂
着
船
だ
け
で
な
く
、

密
航
や
密
輸
、
密
漁
へ
の
警
戒
に
も
役
立
っ
て

い
る
、
と
北
原
署
長
は
説
明
す
る
。

察
や
消
防
が
や
は
り
早
い
の
で
す
。
ま
た
、
我

々
は
沿
岸
警
備
協
力
会
に
も
顧
問
と
し
て
加
わ

り
、
毎
年
の
総
会
に
出
席
し
て
緊
密
な
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。常
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
に
し
、

い
ざ
何
か
あ
っ
た
と
き
に
備
え
て
い
ま
す
」

　

離
島
で
あ
る
が
故
、
初
動
は
島
内
で
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
察
が
で
き
る
こ
と
、

消
防
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
保
安
署
に
で
き

る
こ
と
、
常
に
連
携
を
取
っ
て
初
動
に
あ
た
り
、

そ
の
後
は
状
況
に
応
じ
て
本
部
や
保
安
部
の
応

援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
に
寄
り
そ
う
細
や
か
な
見
回
り

　

日
々
の
哨
戒
業
務
は
巡
視
艇
「
と
き
く
さ
」

と
車
を
使
っ
て
の
陸
行
で
行
わ
れ
る
。「
と
き

く
さ
」
は
全
長
20
メ
ー
ト
ル
、
幅
４
・
５
メ
ー

「私は警備と救難、主に警救業務を担当していま
す。警備関係では取り締まり等の捜査書類の確認
と送致業務になりますが、それ以外では取り締ま
りの計画を練ったり、「ときくさ」と調整したりと、
保安署と「ときくさ」の計画と調整を行っていま
す。救難業務に関しては、佐渡では毎年オープン
ウォータースイミングやトライアスロンの大会が
開催されるので、その警戒実施計画を立てていま
す。こういった大会は参加人数も多く、事故の際
には迅速に救助できる体制が必要です。運営する
方には安全に大会を運営できるような警戒態勢を
整えるよう、常に働きかけています。
　仕事は充実していますし、自分自身も興味を持

って取り組んでいます。難しいのは人を相手にす
る仕事ですね。普段は対等な関係でも、いざ捜査
では相手が被疑者になることもありますから、そ
ういう時のやりとりでは自分の気持ちとは別に仕
事として切り替えなければなりません。元々人と
話すのが好きなので、そういう意味では逆に少し
辛いと感じる面もありますが、やはりこれからも
刑事の道に進みたいと考えています。外国船に対
しての取り締まりなど、国民の安全を守っていき
たいですね」

署員　髙橋 恭平（２６歳）

今年6月に催された両津えびす祭り。若手海上保安官3名が神輿を担いで地域の期待に応
えた。佐渡海上保安署では毎年、島内の小中学校を対象に着衣水泳教室を開催したり、イ
ベントでは紙芝居『海がめマリンの冒険』を披露するなどし、地域の安全や海の環境に
ついて啓発している。

刑事の道を進み、
国民の安全を守っていきたい
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声
を
掛
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
私
は
佐

渡
は
2
回
目
の
勤
務
で
す
が
、
以
前
と
比
べ
て

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
率
は
確
実
に
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
安
全
指
導
や
取
り
締
ま

り
の
成
果
で
し
ょ
う
」

　

佐
渡
に
は
「
磯
ね
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の

漁
法
が
あ
り
、
有
名
な
た
ら
い
舟
も
そ
の
た
め

の
道
具
。小
さ
な
船
や
た
ら
い
舟
で
磯
場
に
出
て
、

箱
メ
ガ
ネ
で
海
中
を
見
な
が
ら
長
い
棒
で
サ
ザ

エ
や
ア
ワ
ビ
を
獲
る
漁
法
だ
。
高
齢
で
も
ひ
と

り
で
漁
に
出
ら
れ
る
の
は
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
が
、

海
中
を
覗
い
て
漁
に
集
中
し
て
い
る
と
周
囲
に

気
が
回
ら
な
く
な
る
た
め
、
衝
突
や
転
落
と
い

っ
た
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
。

　
「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
島
を
回
っ
て
い
る
人
た
ち

に
も
、
磯
ね
ぎ
の
方
が
い
る
の
で
注
意
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
視
線
が
低

い
の
で
気
づ
き
に
く
い
で
す
か
ら
」と
浅
井
船
長
。

毎
日
同
じ
場
所
を
回
り
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
気
を
配
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
。

地
道
な
作
業
の
繰
り
返
し
が
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

洋
上
で
の
哨
戒
で
は
、
普
段
の
陸
行
で
は
あ

ま
り
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
船
に
対
し

て
立
入
検
査
を
行
い
、
救
命
関
係
の
備
品
や
書

類
の
不
備
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
ま
た

岸
か
ら
4
海
里
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
刺
網

漁
の
漁
船
が
、
と
き
と
し
て
そ
れ
を
超
え
た
り
、

ぎ
り
ぎ
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
操
業
し
て
い
る
こ
と
も
。

「
数
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
違
い
で
す
の
で
漁
師

の
思
い
込
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
ぎ

り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
操
業
し
た
い
気
持
ち
も
分

か
る
気
が
し
ま
す
」
と
浅
井
船
長
。
水
産
大
学

出
身
、
さ
ら
に
漁
船
に
乗
っ
て
い
た
経
験
も
あ

に
早
く
到
着
で
き
る
の
は
心
強
い
で
す
ね
」
と

説
明
す
る
の
は
浅
井
克
紀
船
長
だ
。
さ
ら
に「
と

き
く
さ
」
は
ト
イ
レ
を
含
め
た
生
活
区
画
が
二

分
さ
れ
て
お
り
、
女
性
海
上
保
安
官
も
勤
務
で

き
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

「
と
き
く
さ
」
に
よ
る
し
ょ
う
戒
に
加
え
、
陸

行
に
よ
り
島
内
を
巡
視
し
て
い
る
。
佐
渡
島
内

に
は
34
の
漁
港
が
あ
り
、
こ
れ
は
実
に
新
潟
県

内
の
漁
港
の
ほ
ぼ
半
数
に
な
る
が
、
そ
れ
以
外

に
も
海
岸
に
斜
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た

だ
け
の
船
揚
場
も
多
く
、
こ
う
い
っ
た
港
や
船

揚
場
を
回
る
に
は
車
が
有
効
な
移
動
手
段
と
な

る
か
ら
だ
。

　
「
各
集
落
ご
と
に
小
さ
な
船
揚
場
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
所
の
船
は
た
い
が

い
小
さ
い
も
の
で
す
。
最
近
は
高
齢
化
が
進
ん

で
い
て
、
立
入
検
査
し
た
相
手
が
皆
さ
ん
60
歳

以
上
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
し
、
い
ち
ば
ん
高

齢
で
は
90
歳
以
上
の
方
も
い
ま
す
か
ら
、
必
ず

る
だ
け
に
、
漁
師
の
気
持
ち
や
行
動
も
理
解
で

き
る
の
だ
ろ
う
。

幅
広
い
業
務
を
身
に
つ
け
成
長

　

浅
井
船
長
は
ま
た
、
日
頃
の
哨
戒
で
目
に
す

る
様
々
な
漁
法
に
つ
い
て
若
い
署
員
に
説
明
す

る
こ
と
を
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。
漁
法
を
知
る

こ
と
で
、
操
業
中
の
船
へ
の
接
近
の
仕
方
や
立

入
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
理
解
さ
せ
る
た

め
だ
。

　

地
域
を
知
り
、
漁
師
を
知
り
、
島
の
安
全
を

守
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で
島
全
体
に
目
を
行
き

届
か
せ
て
い
く
に
は
地
元
と
の
連
携
を
欠
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
密
漁
に
つ
い
て
も
「
怪
し

い
動
き
を
し
て
い
る
人
が
い
る
」
と
い
う
地
元

漁
業
者
か
ら
の
通
報
に
よ
っ
て
検
挙
に
繋
が
る

こ
と
が
多
い
。
島
内
を
回
り
、
日
々
漁
業
者
と

顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
は
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
犯
罪
を
減
ら

す
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

ト
ル
、
26
ト
ン
の

小
型
巡
視
艇
（
Ｃ

Ｌ
）
で
、
平
成
19

年
竣
工
の
新
し
い

船
だ
。

「
ラ
イ
ト
メ
ー
ル

も
装
備
し
て
い
ま

す
し
、
空
調
が
2

機
あ
る
の
で
夏
場

は
助
か
り
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
も

従
来
の
先
代
「
と

き
く
さ
」
と
比
べ

て
速
度
が
上
が
っ

て
い
る
の
で
現
場

洋上の立入検査では船舶検査手帳、
船舶検査票、漁船であれば漁船登録
証、さらに救命関係の備品を確認。

 かいほジャーナル 64号  8

佐渡島の北東端に位置する二ツ亀周辺を哨戒する「ときくさ」。

「人を助けたり安全を守る仕事を探していたとこ
ろ、先輩が海上保安官になり、憧れもあってこの
仕事に就きました。現在は佐渡沿岸の取り締まり
や、事案が発生すれば救助や調査をしています。
佐渡は地域との繋がりが強く、日頃から安全講習
や救命講習など、地元の人とも仲良くさせてもら
っています。取り締まりの業務は慣れないうちは
大変でした。船の事故にしても書類の不備にして
も、『取り締まるぞ！』というよりも『ちゃんと
してくださいね』という気持ちを込めて接するよ
うにしています。

　今後、色々な仕事の経験を積んでいくと思いま
すが、今はまず配属されたところの仕事をしっか
りとやって経験を積んでいければと思っています。
そこから進みたい道が決まると思って必死にやっ
ている状況です。
　今は若い人がたくさん入庁しているので、そう
いう中でもリーダーシップを発揮していきたい。
これから入ってくる人も色々と不安はあるでしょ
うが、海上保安庁は入ってから進むべき道が見え
てくる職場だと思います。それを後輩に伝えてい
きたいと思います」

増えている若い仲間の中でリーダーシップを発揮していきたい

巡視艇「と きくさ」航海士補　小林 利光（24歳）



　

　

今
年
、
佐
渡
海
上
保
安
署
は
商
工
会
か
ら
の

要
請
に
応
え
て
、
若
手
職
員
が
地
元
の
祭
り
で

神
輿
を
担
い
だ
。
ま
た
ブ
ー
ス
を
出
し
て
海
の

安
全
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
し
た
り
、
水
泳
教

室
を
開
く
な
ど
、
地
域
と
密
着
し
た
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
地
域

と
繋
が
り
、
多
彩
な
業
務
に
携
わ
る
と
い
う
、

小
さ
な
保
安
署
な
ら
で
は
の
活
動
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
「
こ
こ
で
積
ん
だ
経
験
を
次
の
現
場
に
も
生

か
し
て
欲
し
い
。
佐
渡
で
鍛
え
ら
れ
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
通
用
す
る
海
上
保
安
官
と
し
て
成
長

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
北
原
署
長
の
言
葉
に
、

島
へ
の
思
い
と
後
輩
へ
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
。

9 

佐渡と言えばこのたらい舟。
浅い磯場で行う磯ねぎ漁で
活躍する。左のようなボー
トで行うことも。

「佐渡に来る前は新潟の巡視船『のと』に乗って
いました。あの時は大型船だったので沖に出て船
内で業務をこなしていましたが、こちらでは地域
のお祭りなどでブースを出し、海の安全について
お話したりして地域の方々と関わりを持てるよう
になったと感じています。大きい船、小さい船、
それぞれに発見もありますし、充実した仕事がで
きていると感じています。
　大変だったのは昨年冬場に、両津湾に設置して
ある定置網が壊れているとの通報があったときで
す。立ち会っている漁業者の方々の安全にも気を

配りながら捜査しなければならず、長時間の海上
業務となり寒さが耐えました。
　今は警備業務にやりがいを感じています。取締
りによって違反が是正されることが海の安全を守
っているという実感が湧きます。佐渡はお年寄り
の漁業者が多いので、免許などの期限を忘れてい
ないか気になり声を掛けていますが、そのような
時「気をつけて海に出ます」と言ってくれるとこ
ちらも安心できます。

取り締まった相手の「気をつけます」と言う言葉に、安心とやりがいを感じます

巡視艇「と きくさ」航海士補　皆川 尊信（27歳）
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村雨の松

特集では伝えきれなかった佐渡島をここで

ブリかつ丼

佐渡島 エトセトラSADOGA
SHIMA

●SAD
OG

AS
H
IM
A
●

et c
etera ●SADO

GASHIMA

佐渡海上保安署敷地内にそびえる黒松で、高さ約19メートル、幹の周囲6
メートルという見事な佇まいを見せる。推定樹齢300年以上、新潟県の

天然記念物に指定されている。「御番所の松」とも呼ばれ、「松になりたや御番
所の松に枯れて落ちても離れやせぬ」と両津甚句に歌われるなど、両津を象徴
する存在だ。樹齢を重ね、一部が枯れかけた時期もあったが、専門家を招いて
の処置もあって現在は青々とした葉を見せている。

佐渡島内唯一の国道といえ
ば、両津港と小木港を結ぶ
国道350号線だ。だがこの
国道350線、両津港—新潟
港および小木港—直江津
港を結ぶフェリー区間も、
実は海上国道と呼ばれる国
道350号線なのだ。両航路
でフェリーを運航する佐渡
汽船のフェリー船内には、
国道航路350号と書かれた
パネルが設置されている。

佐渡島を代表するB級グルメが「佐渡天然ブリカツ丼」だ。天然
のブリを地場産米粉を使った衣で揚げ、特性あごだし醤油タレを
くぐらせて、丼に持った佐渡島産ご飯の上に乗せれば出来上がり！　
天然のブリを使うことはもちろん、上に乗せるブリカツは5切れ、
タレやお米も指定されるなど、厳しい条件をクリアして生まれる
ホットで熱々な味をご賞味あれ。

これは
トリビア！
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佐渡島の風物詩といえばたらい舟。島南西の小木海岸では今で
も地元漁師がたらい舟で磯ねぎ漁を行っている。もちろん観

光でも大活躍。誰でも気軽にたらい舟体験を行うことができる。

たらい舟

二ツ亀 大野亀

佐渡島の北東端、弾崎（はじきさき）の近くにある大岩、二匹の亀が海上にうずくまったように見える二ツ亀は、日本の海水浴場100選に
も選ばれている。大野亀は高さ167メートルの切り立つ一枚岩。日本海の荒波から生まれた雄大な景観の外海府※を一望できるロケーシ

ョンで人気だ。　※外海府：佐渡の北側の海岸のこと

佐渡島の表玄関である両津港から徒歩5分の位置に、
今年3月にオープンした佐渡島のインフォメーシ

ョンセンター。約280名を収容できる多目的ホールを中
心に、絵画展や市民大学講座、映画上映会などさまざま
なイベントが開催されている。

江戸寛文期（1661〜1678年）に
回船業の集落として栄えた宿根

木集落は、「千石船と船大工の里」だ。
狭い入江に家屋が密集する町並みと石
畳の露地など、今でも往時の面影を残
す。建造物のほとんどは2階建てで、
国の重要伝統的建造物群保存地区に指
定されている。

本土と佐渡島を結ぶカーフェリーは、両津—新潟間と小木—直江
津間、寺泊—赤泊間の3航路で運航されている。今年4月、小

木—直江津間に就航した「あかね」は双胴型の高速カーフェリー。デ
ィーゼルエンジン4基とウォータージェット4基を搭載し、最大速力
30ノットで従来よりも所要時間を60分短縮した。

二ツ亀と大野
亀　

高速カーフェ
リー

あいぽーと佐渡

宿根木集落
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田辺第二小学校2年生
船内見学へ

田辺海上保安部6月19日

マツダスタジアムにおける夏季安全啓発活動
第六管区海上保安本部7月7日

海保のPRオンエアー
徳島海上保安部 

7月7日

海上保安メッセージ

「むつごろうだより」を

発刊
三池海上保安部

7月10日

ミス日本「海の日」による表敬訪問
本庁7月1日

オリジナル
学生募集Tシャツを作成

第八管区海上保安本部 7月5日

八管区

アメリカ海軍士官学校士官候補生が来日!
第七管区海上保安本部・
関門海峡海上交通センター

7月2日

七管区

三管区

本庁 五管区

五管区

ゆう活取材もにこやかに!?第四管区海上保安本部

7月1日

四管区

「江ノ電」での海の安全運動
湘南海上保安署7月10日から9月6日

三管区 六管区



13 

第22回広島みなと祭
カッターレース大会に参加

海上保安大学校7月25日

大学校

野外調理実習を実施 海上保安学校 7月21日

多良間島島民等の交流
〜2015 海の日ハーリー大会in多良間〜

宮古島海上保安署7月19日

塩竈みなと祭り陸上パレードに参加!!!
〜若い力で一致団結〜

第二管区海上保安本部7月20日

「海の月間」巡視船ちとせ一般公開!

留萌海上保安部
7月18日

水上安全教室を開催
鹿児島航空基地

6月25日から7月14日

水上安全教室を開催

十管区

NHK「おはよう北海道」えりも船上から生放送!!
〜訓練展示で海難防止をPR〜

釧路海上保安部7月22日

一管区

一管区

二管区 十一管区

ご当地アイドルとコラボした海難防止で復旧・復興を後押し!
福島海上保安部7月16日

機動救難士と新潟市消防局との
合同潜水訓練

新潟航空基地7月22日

九管区

学校

二管区
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